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ヱ ッゼイ

奥 深 い 翻 訳 の 世 界

 機械翻訳に関して 「使える」とか、「使えない」とか

の様々な議論が世情を賑わしている。時には 「こう

すれば使える機械翻訳」というセ ミナーまで開催さ

れる有り様である。これらの議論の内容 も混然とし

ていて、機械の操作方法や処理手法から 「使いこな

せる」とか 「使いこなせない」という場合もあり、

また翻訳の精度の良し、悪 しから評価するものや、

翻訳その ものに関する考え方の相違、時には原文章

のまずさを翻訳精度に転化 してしまっているものま

である。

 翻訳にたずさわる人の呼称にも種々あって、呼称

如何によってはそのステイタスも違う。即ち翻訳家、

翻訳者、少しへり下 って翻訳屋、更には機械翻訳従

事者の中には翻訳技能者とか翻訳技術者などの呼称

がある,

 翻訳家は主として文芸翻訳を行 っている人々で、

原作者の思想や思考を感情豊かに表現 し、きわめて

文学性、文化度の高い翻訳を指向するものである。

したがって原文の字句にはあまりとらわれず、独創

性があり、読者のイメージをかきたて、感動を呼び起

こす表現力が重視される。

 翻訳者は主として産業翻訳に従事する人である。

産業翻訳にもメディア翻訳(映 画、ビデオ、歌詞の

音声、字幕等の翻訳)と ビジネス翻訳がある。また

ビジネス翻訳にも文科系、技術系がある。文科系翻

訳には講演原稿とか契約書、提案書、報告書、連絡文

書なども含まれる。言語、文字には長い歴史の間に

培われた文化的、環境的、習慣的な背景が凝縮され

ており、同国人はそれを見ただけで即座にイメージ

として理解することができるが、異文化人はこのよ

うな背景がないため、翻訳者は原文にない背景説明

を加味して翻訳 しようとする。これを 「行間や余白

まで翻訳する」と云うが、これも翻訳者の個性や表

現力が大いに関係 してくる。反対に文献や連絡文書

などでは不要文、不要語は省略 し、骨子、要旨のみ

理解できれば良いことか ら粗訳、下訳だけですまさ

れる事もある。然 し技術系の文献、マニュアル、説明

書などになると、要約や翻訳者の独自判断よる翻訳

では困る場合があり、出来るだけ原文に忠実に、意図

するところが正確に伝わるような翻訳が望ましく、

逐語訳、直訳的なものになり易い。かかる観点から、

現在の機械翻訳 システムが直訳マシン的であり、マ

ニュアルや説明書、技術文書など大量且つ高速翻訳

に向いていると思われ、粗訳、意訳のためのものな

らば、パソコン翻訳ソフトの翻訳でもこと足りると

いわれる所以である。

 このように翻訳そのものについても種々の解釈や

やり方、種類があり、明確な定義というものが見い

出せないのではないかと思う。

 さて、過 日通勤途上の電車の中での出来事である。

米国人少年と日本人少年が乗り込んで来た。小学校

の同級生らしく、小綺麗な身なりをしていたが、米

人少年は英語で、日本人少年は日本語で喋り始めた。

最初はお互いに独り言を云っているのかと思って見

ていたが、あまりにも繰り返し続くので、それとは

な しに耳を傾けるとノ1、学校の課外授業にっいての会

話をしているのである。そこへ例によってお節介焼

きのオバタリアンが近ずいてきて、米国少年に「あな

たは日本語が話せるの」と日本語で問いかけた。米

国少年は小声で 「スコシ…」とこたえた。更にオバ

タリアンは 「エンパイアステー トビルへ行ったこと

がある? 世界で一番高いビルよ」と尋ねた。米国

少年はこれに黙って答えず、代わって日本人少年が

答えた。r世 界貿易センタービルに行ったことはあ

るヨ」と。 一瞬白けたム～ ドが漂ったが、オバタリ

アンはそそくさと次の駅で降りて行った。

 英文を読んだり理解することは出来るが、英語で

表現することは苦手という日本人は多い。現状の日

英機械翻訳も同じである。反対に日本語が読め、理解

出来ても、日本語で表現するのは苦手というアメリ

カ人もまた多い。お互いに得意とする母国語を用い

て、意志の疎通をはかる事が今後増えて行くのであ

ろうか、高学歴化、国際化が進展する中で、日常会

話にもカタカナ英語が増え、スシ、テンプラなどの

日本語が英語の中に浸透 し、言語の融合化が進みつ

つある今日、尚更この感を強くする次第である。

(事務局長 ・星野禎男)
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カ ン ト リ ー レ ポ ー・ト

    CS&SのLEDの 紹 介

(中国 国立ソフトウエアサービス公司/語源工程事業部)

副総工程師・語言工程事業部 総経理 関 維 忠

 中国国立 ソフ トウ ェア/サ ー ビス公 司(cS&S)の 語

言 工程 事業 部(LED)は 、1986年 に設立 され た。

 LEDは そ の中 で も、研 究 開発(R&D)部 門 に属 して い

る。そ の主 な業 務 内容 は、 市販 の 自然 言語 処 理機 器

翻訳 の研 究 開発 で あ る。

LEDは4つ の下 部組 織 、す なわ ち英 中YT、 中外 圓T、

電 子化辞 書 、そ して 国際 協 力 プ ロ ジ ェクFYYTを 擁 し

て い る。

 11MTは 日本 の 通産 省 の主 導 で、CI㏄ との共 同研 究 の

ため に組織 化 され た もの で あ る。LEDで は、30人を超

え るメ ンバ ーが 、上 記 のR&Dプ ログ ラム に係 わ って

お り、現在 、そ の大部 分 は言 語学(YT)と ソ フ トウ ェ

アテ クノ ロ ジー のバ ック グ ラウ ン ドを持 つ 研究 フ ェ

ローで あ る。

 LEDは 、中 国国 内の 国家1Tプ ロ グラ ム と自然言 語 処

理 製 品の 開発 に重 要 な役 割 を果 た して い る。第7次

五 力年 計 画 の施 行 に当 た る1986～1990年 に、 中 国政

府 は 国家YTプ ロ グラ ムに数 百万 を投 資 した。私 ど も

は、 同計 画 にお いて 、 国内部 分 の オ ー ガナ イザ ー と

コーデ ィネー タ ーを 努 め得 た こ とを非 常 に誇 りに思

って い る。

 また 、LEDは中国 の代 表 と して 国際共 同 開発 プ ロジ

ェ ク トYMTに 参加 し、 プ ロ ジ ェク ト遂行 に 向けて 各 方

面 と協 調 し、調 整 を行 って きた。

 現 在 まで 、LEDの 活動 を通 じて 、さ まざ ま な成 果が

出て きて い る。 例 えば 、1988年9月 に 中国 初 の商用 べ

一スの 英 中YTシ ステ ム"Transtar"(ト ラ ンス タ ー)

を リ リー ス し、60パ ーセ ン トを超 え る解析 精 度 が得

られ 、翻 訳 ス ピー ドも毎 時3000単 語 に達 した。

1990年7月 に は、 大規 模 ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ンデ ー

タベ ースが 開発 され た。 この 開発 に 関 して 、LEDか ら

検索 技術 が提 供 され た。

1991年3月 に は、1200語 を超 え る中 国語 の動 詞 を含

む 、 自然言 語処 理 の ため の辞書 を編 集 した 。理論 上

の 開発 とい う面 で も、我 々 はTranstarに 関 して 、パ

ー サお よ びル ール の能 力 と欠 陥 の再 評 価 を行 い、 中

国語 パ ー サ とル ール説 明 システ ムを 開発 した。 これ

らについては、すでにいくつかの論文で発表されて

いる。

 1991年以来、LEDはここに報告 したように前述の方

法に従い、更に研究開発を進めてきた。

A.英 中YTシ ス テム Transtar

 英 語 は分 析 的 な抑 揚 言語 に属 す る。これ に対 して、

シス テム の品 質 はそ の解析 の 深 さ に よ って決 ま り、

また、 単語 間 の論 理 的意 味 関係 も システ ムの 品質 に

影響 す る。パ ー サの 目標 は 、解 析 され る文 の 中の 単

語 や語 句 の 間の 関係 を反 映す る、1組 の情 報 を作 り

出す ことで あ る。 ツ リー構造 のル ー トが トラ ンス フ

ァ処理 にお いて 、 カ ーネル と見 な され、 各成 分 は言

語 対 の両側 に、想 定 され た順 番 に従 って配 置 され る。

 LEDグ ル ー プは上 記原 理 に従 ってパ ーサ と各 ル ー

ルを まとめ て、 最適 化 した。 その 結 果、 新 しい

「Transtar‐92」 の解 析 精度 はPC486マ シー

ン上 で実 に70パ ーセ ン ト以 上 に 向上 し、速 度 も毎 時3

万 語 で あ る。現 在 、Transtarの 国内 ユ ー ザは数 百 人

に達 し、 また ア メ リカ、 シ ンガポ ール及 び香 港 に販

売 され て い る。

B 共同プロジェクhYl1T

 我々はYYTプ ロジェクトのほぼ全プログラムに参

加 してきたが、中国側のオーガナイザーを務め、中

国文解析と文生成の主な部分を担当してきた。

また清華大学、東北大学、南京大学の各機関と協力 し

てYYT開発に従事してきた。研究開発の対象領域は、

以下のとおりである。

 すなわち、解析、翻訳支援、文生成、辞書サポート、

技術辞書およびワープロ操作と ㏄Rな どの出入力

処理である。1991年 には、CI㏄と共同で置廻Tの国際シ

ンポジウムを北京で開催 した。常に日本側と連携を

保ってきており、協調関係のムー ドは高まっている。

今後もより一層このプロジェク ト達成に向かって努

力を重ねたいと考える。
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C 中外11T"SinoTrans"

 概 して 、中外YTの 特 徴 は 、外一中YTと 異 な る と ころ

が な い。 しか しなが ら、 中国語 の構 文 解析 は英語 の

もの よ り もは るか に難 しいため 、 目標 言語 の解析 精

度 は、幾 分 か の前 編集 処 理 を経 て も486マ シー ン

上 でお よ そ精度 は70パ ーセ ン トで あ り、 処理速 度 は

毎 時お よ そ1万 語 で あ る。

 現 在 、1993年9月 のSinoTrans発 表 以来 、数 人 の 国

内 ユ ーザが あ る。

D 辞書

 周知のとおり、HTは、辞書によって提供される情

報に基づいて処理を行 う。そのため、肛の品質は主

に辞書の整合性に依存する。辞書の場合、LEDは10種

以上の英中専門辞書を開発した。 電子計算機工学、

経済学、化学工学、貿易などがそれである。

累計の総語数は60万件に達した。中英辞書に関して

4万 語規模の一般領域辞書を制作した。また、中和

専門辞書に構文/意味論的な情報を組み込んでいる。

同時にまた、一般ユーザのために電子化辞書を開発

しており、最初の製品は包括的英中辞書である。

 この実用化にはそれほど時間を要 しないと見込ま

れる。

 中国における慧T研究の開始は1950年代に潮 り、当初

はロシア語と中国語の組み合わせから始めた。この

プロジェクトの進行は諸般の状況のため何十年間も

中断されたが、再び70年代後半に再開された。中国

刎T開 発の黄金期は、1987年から始まったとういう

こともできる。現在では、いくっかの組織や大学で

町に関する授業を開設 しており、あるいはNTに関る

研究を行 っている。この傾向は今後も続 くと予測さ

れる。

 魎Tとして、英中システムに限らず、その他の言語

例えば日中や独中、露中のYTが取 り上げられる。

 マ ーケ テ ィ ング戦 略が 、よ り重 視 され る よ うにな っ

た。

 い くつ かの 企業 が 、独 自の 自己資金 でMTに 係 わ

って きて い る。現 在 、Transtar、 SinoTrans、 露 中 シ

ステ ム及 び 中和 シス テム の商 業べ 一ス の開 発が 進 み

市 場 で入 手可 能 で あ る。

理論上の研究の面では、LEDはYTに関しては世界のレ

ベルに追いっいたと言われるが、特に中国語文解析

と文生成の点で精通している。中国は、数百万語規

模のコーポラを達成 したが、1995年末までにその50

パーセントにタグ付けが完了する見通しである。同

時に、種々の情報を持つ大規模辞書を作成中である。

また、現在、事例を用いるタグ付けシステムを開発

中である。

 我々は、外国語と中国語の間で双方向的な翻訳の

必要性を感 じている。今日の努力研鎭は、将来必ず

満足な結果を生むと期待される。この点について、

今後の(艶SのLEDのNT研 究開発のガイ ドラインは以

下のとおりとなっている。

1.我 々は今後も積極的に概Tプ ロジェクトに参加す、

る。中国側のすべての設定目標の達成を目指す。改

良後のHNTシ ステムおよびLEDによって開発される商

業HTシ ステムを用い、 1のたあに翻訳サービスセ

ンターを開く予定である。

2.知 的製品であるYTシステムの開発は、我々が扱 う

諸言語の本質をどれほど熟知 しているかにかかって

いる。この点を念頭に置き、解析と文生成について、

中国語の正式文法、また中国語規則体系に十分配慮

する。

3.以 前に取り上げなかった言語ペア 即ち、中国/

ドイツ語や中国/フ ランス語のYTシステムに関して

国内外の提携先を探 している。

おわりに

 現状では、世界人口の四分の一が母語としての中

国語を使用 している。また、栄光の中国文化を育ん

できたのはこの言語である。世界中の人々が中国に

ついてもっと知 りたがっており、また中国の人々も

世界に関して知 りたがっている。それにもかかわら

ず、中国語のパージングと生成テクニックは簡単に

取得されない。しかも中国語からの外国語生成は別

の重大な問題である。我々が直面するこれらの挑戦

 に超越するには、独自にベス トを尽 くすことと平行

して、CICCが 中国に設立を希望しているOSI(コ ン

ピュータ間相互接続/相 互運用計画)に 協調し、積

極的に参加するよう努めたい。広 くYT世界における

相互の技術的交流に大いに関心を持ちつつ、中国語

/外 国語MTシ ステムの輝かしい未来を信じて、今後

も努力を続ける所存である。
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研究報告

JIC,ST頻 度 付 き 辞 書 と バ イ リ ン ガ ル コ ー ポ ラ ー」

JIcST技 術開発部 芦崎達雄

 平成5年11月22～24日 、米 国の ワ シン トンにお いて

1機 械 支援 翻訳 に関す る 目米 国際 ワー ク シ ョップjが

開催 され ま した。JICSTか らfJICS'f頻 度 付 き辞

書とバ イ リンガル コーポ ラ」に つ いて発 表 しま した 。

 発 表 内容 と して は 、JICSTの機 械翻 訳 シス テム の概

要 とそれ を利 用 した 英文 デ ータベ ース(UB)の 作成 、

機 械翻 訳 辞書 の作 成 、 翻訳 実行 時辞書 、頻 度 付 き辞

書 、英 文DBか らハ イ リンガル コ ーバ ス の作 成等 に

つ いて行 い ま した,,

Jlf;STに お け る機 械翻 訳 システ ムの 開発 経緯 と しま

しては 、科学妓 術振 興 調整 費 に よ り研 究 ・開発 か行

わ れ た 日英 、英 日の翻 訳 システ ム(μ プ ロ ジ ェク ト)

にお いて 、翻訳 辞 書の 開発 を行 った こ とか らで した1,

 μプ ロ シ ェク トは 、1982--86年 の4年 間 にわ た り、

碁 加機 関 は 、京大 、電総 研 、RIPSJI(STの4機 関 で一
・Japanese ADSaac!5    Mach

lne Check
・Japanese Papers

Pre-Editing
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[コi.

鍾 藝"

Japanese
・Abs竃「ac竃s

・Papers

     ・

Ed醗h・ ← 浄

     Ed巳tor

English

Abstracts
・Papers

     O

C°rrecti°n

    Corrector

English

Papers

開発 しま した。JI(STは μプ ロ ジZク トの 研 究成 果 を

べ 一 スに 、1986年 か ら91年 の5年 間 か けて 、科 学技

術 論 文 の抄録 を を翻 訳 す る 日英機 械 翻訳 シス テ ムの

運 用版 システ ムを 開発 し、90年の 夏 か ら実際 にJIcST

の英 文DB作 成 に利 用 して い ます,,

JICST MT Sysle● JiE

 翻訳 の システ ム フ ローは 図1の 通 りです 。

JI㎝ の 主 な事 業 と して は 、国 内外 の科 学 技術 論 文

につ いて 日本 語 の抄録 を作 成 す る ことです 。機 械 翻

訳を 行 う文 と しては 、 日本 で発 生 した科学 技術 論文

の クイ トル と抄録 で す,,論 文の 中 に は、英 語 で タイ

トルや 抄録 が 含 まれ て い る もの や 、 日本 語 の タイ ト

ル、抄 録 しか な い とい う もの もあ ります.、これ らを

抽 出 ・分類 して 、 前編 集 プ ロ グラムを経 て機 械翻 訳

を行 い ま す。 翻訳結 果は 、全件 人 手 によ って 後編 集

チエ リクを行 い、これを デ… クベ ース化 して い ます 、,

JICST File

English Absuads

亡
0

MT using rate in JICST‐E

Title

i

 Direct

 Human

 MT

TSt十Abs

i
 Direct

 Human

 MT

MT Totaユ

Total

1990

147,123

 (63%)

82.649

 (35%)

48,982

 (21%)

15.492

 (7%)

87,035

 (37%)

77,607

 (33%)

 506

 cox)

8,922

 (a%)

24.414

 cio%)

Iasi

158.511

 (67%)

70,846

 cao%)

85,685

 (37%)

76,104

 (33%)

59,678

 く26%)

16,426

 (7%)

102.091

 caa%)

1992

147,065

 (60%)

73,448

 (30%)

73.617

 (30%)

95,790

 cao%)

82,459

 (3A%)

13.331

 (G%)

86,948

 (36%)

234,1581232,6151242.855

図IJICST機 械翻 訳 ンス テ ム(J「E、 表1英 文DBに おける機械翻訳の割合
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YT using rate in .ilC:S"f E

 英 文DBの 作成 件 数 は 、表1の 通 りです 。

 機械 翻 訳 を利 用 して 、 デ … 夕べ 一一ス の作成 を開 始

した のは2990年 か らで す 。1990年 度 の英 文DBの 処

理件 数 につ い て説 明 す る と、「Dlrect」とは著 者 の抄

録 を その ま ま利用 す るもの 、「Human」 とは人 手 に よ

る翻 訳 を行 った もの 、「YT」と記 して い るのが 機械 翻

訳を 利 用 した もの で す。1タ イ トル1と い うの は 、 タ

イ トル と書 誌的 事 項 のみ を英 文に した もので す 。 タ

イ トルt で は 、14万7千 件 あ り、 この うち機 械 翻

訳を 利用 した もの が 坊5千 件 で7%に 相 当 します 。

1タ イ トル+抄 録 」とい うの は 、タイ トル と抄録 を 翻

訳す る もので す.,タ イ トル+抄 録 で は 、8万7千 件 中

機 械翻 訳 を利 用 した もの は8千9百 件 で4%、iタ イ ト

ル」 と1タ イ トル ト抄 録 」との合 計 で は、23万4刊 牛

中で機 械翻 訳 を 利用 した もの はto%と い う実績 で し

た。

 今 の と ころ 日本 で発 生 した科 学 技術 論文 の抄 録 全

て に つ いて 、英 文抄 録 まて'は作 成 して い ませんn英

文 抄録 を作 成 す る優 先順 位 と して は 、政 府 関係 出版

物(一般 には 入手 しに くい報 告書類 公共 資 料)等 が

年 間5二F件 位 、その他 日本か 比 較的 進 ん で い ると思 わ

れ る メカ トロニ ク ス分野 で す 。公 共 資料 には 、 日本

固有 の農 産物 や か な り小 さ い レベ ル の地 名 とか か 含

まれ てお り、 また科 学技 術 の ほ とん どの 分野 にわ た

って い ます。93年 度 で は 、1タ イ トル 」だ け で は15万

7丁 件 中機 械 翻 訳 蕊7%、1タ イ トル 千抄 録 」は7万

6刊 牛中機 械 翻 訳 で7%、 合 計で44%を 機械 翻 訳を

利 用 しま し〉",92年 度 は総件 数24万3T・ 件 中機械 翻

produce  accumulate

84

85

86

87

88

89

90

91

92

18,454

173.862

200,101

235,867

260.262

244,068

234,158

232,615

242,855

192,316

392,417

62 .254

SSS,546

1, 132,G14

1,3GG,172

1,599,387

1, 842, 242

表2JK冷TEフ ァ イルの作 成 ・蓄積

SI1:.1

訳で36%処 理 を しま した,,1984年 以 来 の 英 文デ ー一夕

べ 一ス は、 年 間20万 件 前 後 、累計 で は現在200万 件位

にな って い ます,,(表2)

後編集処理文例 〔図2)

 機楓翻訳 した結果を後編集処理したものです。

機械翻訳で一卜分処理できない単数、複数、前置詞等

や構文の係 り受けによる語順の変更等について、修

正が入ります。一番難 しいのは、係り受けや句並列

ですが、時制についても、例えば[… …について述

べた」というような文章を過去形にするのか、現在形

にするのか等は、まだ統 一一的な後処理か行われてい

ません。後編集処理Cは 、完全な日本語と英語の文

というのがないので、2～4人 の目が通れは最初に

赤を入れ、次に青を入れ、更に黒を入れるという場

合があり、後でみれば機械翻訳と大して変わりない

臥 箇 ノ ミュ レー シ ョ ン とA /t一 コ ン 且一ユ ク.
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図2 後編集処理例
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とい った こ と もあ り ます.

ドfにとっての不適切例文

機械翻訳にとって適切でないxと しては、まず長文

で1文が150字以上、次に係り受けがはっきりしない

文、そしてひらがな文二抑9嚇か]05'C字以上続 く文です。

これらはいずれも翻訳処理が難しいことです。

 機械翻訳処理を失敗 した文は、日本語文のみ出力

されるので、日本語たけで後編集者が英語に翻訳す

るのはかなり大変です,,そ こで、形態素生成の段階

で日本語しかrdい という文については、再度形態素

解析を行って、構文解析を行わずに、次に変処理を

行いリスト出力を行います。名詞、形容詞等につい

ては、翻訳辞書の第一訳語を出力し、動詞と助詞に

っいては、日本語のままで、日本語の語順通りに辞

辞引き結果をを出力しまず,,そ の韻力結果を参照し

て後編集者が英語の構文を生成するのに役立っので

はないかと思っていまず,〔図:31

 'f-}職術の抄録文は、日本語で書れた支章ですが、

厚門用語が多く、一般 の人が内容を理解するのはか

なり難しいことです,し か し、その分野の専門家か

見れば、簡単に内容を理解できるようてす,英 語の

抄録でも、その分野の専門家が見れは、名詞、形容

P.O.S

noun(艶 丁)

JAPANESE

32.016

J-E

952,160

m囲(旺DICAL)

PROPER 卜孟OUN

PRONOUN

183,092   1   183,092

( za,B96)       ( 24,Bgfi)

  30  1    30

VEPB 15,256 14.」9B

ADJECTIVE

ADV日ヒB

6,795

4JI

6,79

45

D訂 日HINER 155

CONJU卜 己σrlO翼 81

]r

POStPOSITION

AUXILIA蛋 ヒY VERB

]02

115

7

7

115

6¥GLISH

zsa,zao

119,306

( 80G)

47

4.971

AFFIX 279 25

7,0ea

2,12J

48

34

9

PRFPOSITIOK 158

AR丁ICL£ 3

CARDINdL NUMB日 ヒ 30

0紐〕INAL㎜ 駅 30

UNIT Fコ

T°TAL 558,348 557,594 428,097

表3翻 訳辞書語数

詞、動詞等の重要語が翻訳されていれは、そこそこ

理解できる程度のものではないかと思います。文意

さえ解れば後編集で文章をきちんと生成しなくても

いいのではないかという意見もめります。現状の機

械翻訳システムの場合は、一つ しか訳語が出力でき

ませんが、後編集者の参考のために同義語(他訳語)

をリス ト出力していますn

辞書 の 語数(表3)

 翻訳 辞 書の規 模 は、名 詞(S&T)は 、JICSTで 作 成 し

た科学技 術 用 辞 書 であ り、名詞(艶dicaDは 、鰹EID

辞 書を11tSTの 翻訳 辞 書構 造 に適応 する よ うに変換

した もので す 。 カ ッコ内 のProper Ncwnは 地名 ・機

関名 等 です 。動 詞 の語 数 は 、 日本 語 側 で1万5千 語程

度 、英 語 側 で は5千 語程 度 です 。 科学 技衛 分 野 で はサ

変動 詞 が非 常 に 多 く使 わ れ てお り、例 え ば

 IAを デ ータ処理 す る 」と い うと きに は、 「Ib～

1厭aPmcessh㎎ 」 とい う代動 詞+名 詞 と して 翻訳

す るので は な くlAの デ ー タを 処理 す る」とい った構

文 と して扱 い 、英 語 と して 読 みや す い表 現を 採 用 し

てい るの て 、 日本 語側 の動 詞 の数 が 多 くな って い ま

す 、,

【比 較検 討 す る 」 とか1比 較研 究す る」 は、「比較

し検 討す る一」の か、「比較 に検討 す る1な のか判 断 が

難 しい語が 多 く 見受 け られ ます 。動 詞連 続 なのか 副

臨 シ 儲{Si
   ノ             '

 rrespondeC

 ic電.lor腫ar、

CC Cu{.aui

Uords

Co rrespondel ce

 ict.ionar

ra∩slatlo

ictionar;

(ADABAS) U「1㎡a董ch

Words

Ori;inal

iciiQnarさ

図4 各種翻訳辞書

Unmatch b'orbs

しisi.
   ノ

顕5対 訳辞書作成フロー
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詞と動詞の組み合わせなのか、その時の個々の語の

用法によります。そこで、実際に使用されている例

文に当たって、辞書を作成し、文法的にも対応を採

るようにしています。日本語の形容詞だけについて

いえば、あまり量的には多くないですが、比較的多

い語としては、1……的」、1……型」という形容動

詞で、なるべく一語で英語の形容詞で表現が出来る

ものを作成 しています。このため、英語の形容詞が

かなり多くなっています。

 地名とか機関名は、変換辞書の訳語をそのまま使

用しているので、生成辞書はほとんど作成 していま

せん。また、英語のアブリベーションは、そのまま

で翻訳しないで出力しているので、翻訳辞書はほと

んど作成 していません。ただし意味属性が付かない

ので今後は作成する必要があります,英 語辞書は、

日本語辞書の変換訳語が確定 してか ら作成するので

、おおむね1年 遅れで作成 しています。このため語

数については、日本語名詞が55万8千 語に対 し英語名

詞は42万8千語です0ま だ、英語生成辞書が未作成の

語か4～5万語あります。

各種翻訳辞書(図4)

 JI(湖の抄録から対訳辞書を作り、さらに機械翻訳

側で使う翻訳辞書、それから翻訳実行時辞書0)順で

辞書を作成 していきます。

対訳辞書作成、補語抽出(図5)

 対訳辞書の作成方法としては、JICSTの抄録から切

り出し文字(語)… …カナ漢字変換をして言葉を切り

出す言語処理のプログラムがあるので、これを既存

の対訳辞書と照合し、未登録語を抽出してそれから

翻訳辞書を作成 します。

 対 訳 辞 書 の作成 候 補 語 は、 オ リジナ ルが 英語 で書

か れ て い る論 文か ら、和 訳 され た 日本 語 の タイ トル

に対 して キ ー ワー ドを 切 り出 して 、原 文の英 語 は何

で あ った のか とい うよ うな作 り方 を して い ます,,

 1科 学技 術 教 育 」に対応 す る英 語 の表 現 で 、最 初 の

例 で(Scierne and enKinec:rinK education」c#1)で

次の 事例 では 「Ed㏄ati〔m(,f tec㎞ 〔⊃1嘲 」(#2)力可冒科

学技 術教 育1に 該 当 します。 この よ うな 方法 で 、対 訳

語 を 収集 して い きます、,

対 訳 辞書 例(図7)

 1組織 」の対 訳 辞 書 の例 で、JIcSTで は、約15〔H立の

科 学技 術 分類 コー トを使 用 して お り、抄 録 に付 いて

い る出典 の 分野 コ ー トを 付記 し、 tI:iSUf'」とか

itexture」 、(structure 1、(syste●.)等の 訳 語を収 集

しま した。 対 訳辞 書 は 、あ くまで も日本 語 と 英語 の

組 み 合わ せ を作 って お く辞書 です 。 この よ うな方法

で30万 語 の 対訳 辞 書 を作成 し、 その 内25TH語 位 を翻

訳辞書 に取 り込 み ま した。現 在 は この対 訳 辞書 か ら

翻 訳 辞 書を 作 成す ると い うノJ法で は 辞書 を作 成 して

い ません 。 そ の理 由 と して は 、対 訳辞 書 とい うの は

し{Σ鎌 ・更額r卿{u】

【瓢 〔:,

【児出し:J】

〔フリプ∫ナL】

【対訳u
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図7 対訳辞書例

TERMJET(図Ei

 対訳辞書の作成方法としては、新規作成候補語と

 して「科学技術教育一1という見出し語について説明し

まず,
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ソースが英語の論文であり、現在JI{湖 で翻訳を対象

としている文は、日本で発生 した科学技術論文なの

で、末登録語は日本語に由来する語や最新科学技術

用語が多いためです,,現在は、主として後編集結果

から未登録語を抽出して辞書を作成 しています。

日 藁解析 変換 辞 書(図8)

 名詞翻 訳辞 書 の構造 で す 。対 訳辞 書 の場 合 は 、階

層 関係 を ほ とん ど持 って いませ ん で したが 、翻 訳 辞

蕃の場 合 、 階層構 造 を は っ き り定 め ま した。

tO1)が トップ概 念 で、最 初 に 見出 し情 報 が あ り、 そ

のFω2)に 見出 し語 とか 語句 とか 読み とか 異形 語が

並ん で い ます 。 またlUl)の 中 に も形態 素情 報 とか構

文意味情 報 な どが あ りまず,構 文 意味 情 報(〔}Dの 中

で 、構 文 品詞 、品 詞細 分類 、意味 マー カ等 が(〔}2)レ

ヘ ルにな り ます,,変 換 情 報(02)の 中にjurn、 英語

見出 し語(03)で 階層 関係 を 表 して い ます。 また チ ェ

・・クデ ジッ ト的 な もの で長 さバ イ トな ど構 造 的 な も

の も表 してい まず,ま た文法 の 参照 記号 もあ ります 。

5之 暑ヨ品r表

1$」PD～

n°un::n°un

PRO!::PfiOF

eerie:v_ne

L」!A:ADJA

1._J1':ACJ1'

hGl'p}',N:AG

ALEI:AL'S

PCS'P:PC

欝號

名同

代二ら詞

毘罵

形奪寅
形容既河
、'田己:副陶

;ヨ刀臨四

丁P耽 燭
1%:ヨ葺混書・接婁5

1ヨ 連に詫

CBSJU%C:COAJUXP iqv

i

  czSS:S°5!旨晶簾 分瓢列
xo、'じし1 KOYじ9 置 奪 名 詞

Fじ丁uu.rじ 刊'し.モ 違 名n

sρ 三n$45三N:サ 変 毛 響司

Dつ:55 DつじSA:  十:る 轟

,:了 三} 猷 ドじ囎  啓 身嘘 ξ^.名 窟

S::じ 丁三卜1S:1し.三}ll 噛二段助F9〕 ら 同

1脚cap llO3'J 1.なス 豚 凪

 し昌1,レ 鴛},じ ⊃:】 哩、需 釣 毛 踊

} Dり}1}jDON, 謄,£

}:舷S醐 三;:'Y!.SA._ マ ノ♂仁 一s.

:!C'」"::CLOP {こ閥 代 乏 言5

FlP、SYOCC・r.;.,S}℃UD:人 鰐r㌧ £ 罰

SIJ】D:51J】D;拓 示 代 名 詞

4sGOv:略GOV;和3

S～ 三裡、㌧SA蔓 三kl' 7顕

レ、'SAHCA、 Kρ～り1三N、.:イヒサ 変

丁GY.じsvue:了J!、 じS¥UVr寄 寺殊

5:1:1A:I
Y'.TA%?1:Sli:i_1::Y.liA 1._;、:董

c7!:d

E.II'慰6綴1そ の他の駆

Sし 5じし.;鉄

sじUP.、℃ s層u¥oじ 混:司

}:'脚Y5L'CI:A65122:G

JCSGじS1:JOSじUSユr均 」置 詞

貨 了O_GO 5_TO LO'嫡 丘 旨

コ0_」!・S皿O _」】   票 宇

訂Uε 一GO S"L._Gつ 鑑 尾 ≡

..us _JI・S:?lld_ :.x尾 苧

図9属 性値

.a1:0n田 唱:00 〔noun      剛U

OO1[見 出 しNo

OO2 [更新fF月 日

OO3[作5£S
OO4 [見出 しfπ報

DO5[ 日本話見出し語

oos[銃 み

oo7[形 侭累慨報
OO8 [  c」言妾書胃輯

ooo9〔 役機情嚴

o工o[窮 文驚輔 韓
01![ 日本韻構文品詞

012〔 日本語品謁週分類

013[ 冠 味マーカ

OL4〔 変換情報

015[ 」-U!D

Oi6[  藁 吾見出し語
O工7〔  英 昌構文品:7

a,

°2

02

0:

゜°z3

0cz<

°°z

ooz

器28[29

臨

灘
°゚3a

oo:s[

器到
翻1
灘
灘゚
°ac[

0045[

翻
瓢
謝
欝

 
 
 

語
 
 
語
 
 
 

儲
格
 
 
 
 

 
 

緒
箔
 

 
 

睡
 
 
 

格
格

糊↓詔
羅
灘
歎

灘

瀞

回翻
繋

難

譲

品
コ
マ
U
薬
共
例
本
誰

一
語
フ
日
日
果
英
嚢
フ
英
乗
変
フ
臼
日
共
日
共
例
本
譜

一
語

フ
日
日
亥

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

霧
se
m
kX
E
葵
格

語
野
味

一
の
詞
用
日
美
ε
英
格
 
 

 
 
 
格
 

 
 
格

英
分
意
E
他
勘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鮎

 これ は μ システ ム とほ ぼ 同 じです 。 見出 し語 だ と

JLEX、 品 詞 です とJ -CATな どが この類 いで す,,

日本語品詞属性値(図9)

 品詞のバ リューテーブルで、品詞分類(日 本語の

場合11個)と か 品詞細分類(約50個)を 使用 していま

ず、品詞細分類 とは、名詞でいうと固有名詞、普通

名詞、サ変名詞、動作名詞(和語動詞)、格助詞的名

詞、接続助詞的名詞、補文標識、副詞的名詞、形動

語幹、マル化サ変(… …化というような類いの名詞)

です、

名詞辞書(図10)

 名詞の翻訳辞書の構造に従った記述のフォーマッ

トでず,例 えば 「頭」という名詞では、形態素情報、

構文意味清報の階居として意味情報、意味マーカ、動

詞共起情報等、特に動詞共起情報については、かな

り複雑な記述を行っています。例えば 「入が頭を抱

え込む1と いう例です。かなりイテ・}オム的な用法
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は 、うま く記 述 出来 ない こ と もあ り、 文法 処理 で対

応 して い る もの もあ ります,、

 動詞 の場 合 も名詞 と 同様 な階層 構 造 で 、主 と して

格 関係 を記述 して います 。 〔図ll)

 例 え ば 「人が ス ワ ヒ リ語を 日本 語 に翻 訳 す る」 と

い った場 合 、変 換 情報 で は 人 、traitslate、 ス ワ ヒ

リ語 、into Japaneseと 出力 します 。,lapaneseの 格 に

前 置詞 のiutoを 出力 す る とい う構造 で す 。

深 層格(表4)

 日本 語深 層 格 は 、34持 って お り、 μシ ステ ム と同

様 です 。 しか し、 全部 を う ま く使 い こ な して い ると

は いえ ませ ん 。

意 味 マ ー カ(図12)

 意 味 マー カは 、主 な カテ ゴ リーが13、 サ ブカ テ ゴ

リーが約60あ り ます 。 名詞の 意味 マ ーカを 作成 した

時点 で は 、翻訳 だ け を意 図 して作 った の で はな く、

物 事を 分類 す るとい った観 点か ら作 成 され ま した。

そ のた め 貝象物 、抽 象物等 とい った概 念 か ら分類 さ

れ て い ます 。意 味概 念 は 、人 に よ り ブ レが大 き く、

改良 す るの に は かな り難 しい問 題が あ りまず 、

動詞辞書(図13>

 i`翻訳する」という動詞のKWICで 、動詞辞書を作成

する時に使用 したものです,,また動詞評価の時も同

様の形で出力 し評価例文を抽出し、翻訳矧 「fを行い

ましだ,動 詞の活用語尾を展開させて文字列マッチ

ンクして、抄録 文を抽出したも0)です、,複合サ変動

詞のように訳語がほぼ 一一つ しかないものはあまり評

価の必要性はありませんが、和語動詞のように訳 し

分けの多いものについては、かなり効果がありまず,

連体修飾の動詞については、必ずしもうまくいきま

せんが、王動詞については実際.文章を再度翻訳する

ことで、辞書テータの評価を高めて行 く方法を採と

ってきています,翻訳辞書を作成する時に、このよう

な例文を参照しながら、訳語とか格関係に着目して

翻訳辞書を作成 しています。
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表4 日本語深層格

ノレーノレ舌辛書q♪く114)

 翻 訳 実行 時 辞書 の 構成 で 、名詞の 辞 爵だけで も、

辞書 の サ イズが約1Gバイト位 あ り、この ままで は 大 きす

ぎて翻 訳実 行 時 辞 書に は使 え ません,,そ こ で2バ イ

トのKEISコ ー ドか らis進 法 に 一r一ド変換 して 、圧縮

して オ リジナ ル辞 書を 作成 します 、,更に この オ リジ

ナ ル辞 書を 基 に 、ル ール辞 書、プロ バテ イ辞 吾、 形態

素解析 辞 書等 の実 行時 辟 書を 作成 して い ます 。
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  ・乏の"r,41S,ポ リベフ'チド鍛[工分プ・fifJO万 ク.ルトン以1とzz万 ダル トン以rに

ルスRNA,エ ン ドウリブロース1,5一 二燐隈カルポキシラーゼmRNAが 忠実に

                またt:≪ 以外のコードへも対応で き,読 込み

のプロコラーゲン釧 を臼定 したが,未 瞬定のコラゲナーゼ感叉性のポリペブチ ド朗 も

                至速条伶下でY'kii'mRNAを 無載胞砺訳系で

                   あるcoxのttii.w:flし,他 の君語に

 有俄饗濃法を用 いるs'g1!Y}1,';Ciのための大型罰∫7機川のプログラムCパ ソコン川に

  さらに,二 次 文献データベースとして,記 述:「語の幻定があり,意 味あるものは

                           この知灘データを

           翻 訳は,to.zバ ターンより係リ交けのkfL:し ている単路 を

                               本晦子 を

罎合阿用開発における計画及びcare上 の3お問覇 として, 「複合利用σ牌駒 の一部分 を
       この方式を,CをLisp系 の会話プログラム可鰐な言覇TAOに

!Sにおいては,tt R7Y41J・ 便益の蟻念 を用い,住 民意点の変化を価飽意織の変化に

うなものかを略述,neし, announce,newu5er5の 内容を日ホ語に

翻ユ,くさ

cu:aさ

翻訳さ

翻駅さ

tr:aiし

臨訳し

                                   翻訳し
                                   149i'tし
                                   35J1し
                                   翻訳し

                                   EN訳し
                                   翻訳し
                                   翻訳する
                                   圃訳する
                                   s7訳する

1瀧蛆↓摘翫 を揺L、なノ」泌 拠赦 轡力吐 舷ビジえス文J?ヱ_幅 広厳 蕗囲の文iii_を_嘱訳丈L振 記シユまム亙融 した.

1触 鷲 瀟、麟 理菱鴨 牒 繍 購難{lll騰 灘 灘 難鮮昊膿瀦 総 熱 灘 資1
                           破砕機のライナが r,'76し ていくi研残 子の霊キ訓竹雌帽凹畑漁 →口却'c.1.41Y.. .

れた

SLた

れたiiiO5はあらゆるシステムにiRLi可 億であることなどであ る

れた

た後,ポ リベブチ ド釧 を賃L気涼動によリiJ

,音 声に変換 して出力する処理を,双 方向に実時間で行う通訳電言盃にっいて述ぺた

て,残 柱式採罠での充岨ζう効果に聞する数難解折 を吠みた

,S[=FV3L11字 し,脈2i.d{3併,zす る原則力ζとられた

,整 理することによ り機械朗訳の多碗性の解消ははかれる

,こ れらに対してu:ね 合わせ法 を遡川することによリE2:Efirる こと を特徴としている

その大要 を紺介

た

 ことで実環する 
ことによ リ,複 敗の評価尺度 を含む閃発行為の総 合評価が百∫鮨 とな った

 ことで,.rncxを 使ったtil 4&x3kに おいて何がfll十llとな リ.ど んなルールが必翌か を鍛明 し
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ルール 辞書 の事例(図15)

愛す る1と い う辞書 の格 パ クー ンで 、ル ー ル辞書

で 、目て 見え る形 で記述 して い ます.,文 法 と同 じで

意 味 マー カな どが 入 って い ます,,動 詞1万5碧 語 ブ ラ

ス格パ ター ンてす か ら数量的 には4--5倍 は あ る と思

いまず,動 詞が呼ばれる度にルールが展開されると

い うよ うな構 造 です.

頻 度 辟書作 成 フ ロー一(図16)

jlCSTの抄録から切り出し語を作り、翻訳辞書と照

合させ、頻度付き辞書を作成する流れ図です、

切 り出 し語で は 、従来JICSTで の 吾語 処理 プ ロ ク ラ

ムの ターム ジ ェッ トとか 形態 素解 析 とい った 言語処

理 シ ステ ムは使 用せ ず 、1文 字 ず っ スキ ップ させ た

文字 列集 合 を作 成 しま した1,
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頻度辞書の切り出し語(図17)

頻度情報付き翻訳辞書1は13文 字列あります,,

これ をm～2'X字 のx字 列 に 切 り出 し、それ ぞ れを 一

つの クグとして翻訳辞書と照合します。

翻訳 辞書 には リフ ァ イ ンされ た用 語が あ り、 文字

列集fと 照 合 しま した,」 カ 月20〔}【}万組 の.文字 列 集

含を 、一一か 月分 す つ加算 して行 き、2年 分照 合 を行 っ

て.頻度↑占報 を 付 与 しま した.、
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頻 度順 の 日本 語 見 出 し咽18)

 この よ うな文 字 列を 切 り出す と、 サ変 動 詞 の用法

も拾 って しま う こと もあ ります 、 また ノイズ と して

シスと シス テム な どで は シスc化 合物 の シス トラ ン

ス フ ァ)の ほ うが頻 度 が 高 くな って い ます。

圏 ロ ロ ロ ロ ロロ ロ ロ ロロ ■ 国
頻 度 情 報 付 き翻 訳辞 書 の 作 成

 度 情 報 付 き翻 訳 辞書 の   10
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頻度情報(表5)

 頻度情報としてのテータで、90年度は、日本論文

が21万件で翻訳辞書が34万語の時に、約11万語に頻

度情報が付きました、,91←92年分では64万件の文献

に対してis万語の頻度情報が付きました,.翻訳辞書

の作成では、90年までは対訳辞書を基に作成 してい

ました。対訳辞書は、英語の論文をべ一スに辞書を

作成 しましたので、日本固有の動植物や食品等の語

があまり登録されていなかったからです。91年以降

は、日本語の論文をべ一スに翻訳辞書を作成してい

て、日本語抄録文との照合なので、頻度情報付きの

用語が増加したと思っています,、

頻 度 辞 書の サ ンプ ル(図19)

JICSTで 提 供 で きる30万 語の 翻訳 辞 書 のサ ンプル で

す。 日本語 見出 し語 、英 語 見出 し語 の他 に 、頻 度情 報

を持 って い ます。 頻度 情 報で は 、実 際 の 文字 列 が 出

現 しなか った語 や 、長 い 文字 、例 え ば ア イア ン ノォ

メー シ ョ ン等 は10文 字 を 越え て い るので 、頻 度情 報

は付 か な い語 もあ り ます 。 この頻 度情 報 の 利用 と し

て は 、翻 訳辞 書 に採 用す る しないの 用 語の選 択 の他

に 、 ワー プ ロに お け る同i'1.F」異 義 語の 優 先順位 決 定 に

使 用 して 、変 換効 率 を上 げ る こと に役 立つ ので は な

いか と思 い まず,
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バ イ リンガル コーパ ス(図2〔D
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作成結 果です 、,後編 集結 果 は人 手 で チ ェ ック して修

出、人力 しま した。 これを 日本 語 との ラ ンゲー ジベ

アを作 った の で もの で す。 人 手に よ って も、よ く似

た 文章 も、人 に よ って は訳 語や 構 文が 変 わ って しま
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うこともあり、中々正しい日本語と英語を収集する

ことは難しいですく,

 なお92年度版の電気編の情報処理という分野につ

いては半年分だけ抽出したバイリンガルコーパスの

サンゾルがあります.実 際はこれを見て大いに検討

して欲しいと思います0

C質疑 応 答)

Q;頻 度 情 報 は何 らかの 形 で 公開提 供 す る 予定 は?

t;対 訳 辞書 は30万 語で 内 部利 用 で;?00万 円 、翻訳

  シ ステ ムに組 み 込む場 合 は3600万 円 で提供 して

  い ます,,そ の内 で頻 度情 報 が付 いた16万 語 につ

  いて ば 刻 面で提 供で きな いか検 討 中です,,た だ

  /a,のと ころ 川 憾Tの シス テ ムは汎 用 大型 機用 な

  の でW,s、 PC用 と して は提 供 で き ない と い う問

  題 が あ り ます 、

Q;コ ー パ ベの提 供 は?

A;コ ーパ ス にとれ だ けの価 値 が あ るか は 各社 に と

  って違 いが あ る と思 い ます 。 無料 で は提 供 で き

  な い とL,い ます が 、価格 にっ い ては 未定 でず,

Q;新 語 とい うの はとれ 位 発生 す る もの です か?

A;年 間1乃 語 程 度 の修 正 ・追加 を行 って い ます が 、

  異表 記語 も多いです,,科 学 技術 分 野 を対 象 に し

  て い ます'が、 中に は イ タ メ シとか ボデ コ ンみ た

  いな 最近 の流 行 語 まで入 って きて も.辞書 に登録

  して い ます.,

   本 来 日本 語の 論 文を 対象 に して い ますが 、E3

  本の ことだ けか 書か れ て い るので はな く、海 外

  の紹 介記 事 な ど もあ り ます,,

   さ らに翻 訳が 難 しい表現 もあ ります 。建築 で

  は夢 を語 る表現[永 遠 のか なた に美 を追 求 した

  とか1、 新 卓の キ ャッチ フ レー スで は 、1感 性 を

  くす ぐる 刺 等 と い う表現 な ど も入 って き ます.,
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研究機関紹舜

株 式 会 社 富 士 通 研 究 所

 本ジャーナルで富士通研究所の自然言語処理の研

究紹介を行ったのは、約2年 前である。その時は、

当社で研究開発 し、事業部(富 士通株式会社:当 社

の親会社)で 商品化した機械翻訳 システムATLASを

中心に、当社の研究開発活動を紹介 した。日英翻訳

から始め、独語、西語、韓国語等の多言語翻訳シス

テムへと研究展開したことを述べた。またネットワ

ーク化社会に対応 した、商用パソコン通信ネットワ

ーク上での機械翻訳サービスについて も言及 した。

これは、言わば、機械翻訳あるいは自然言語処理の

研究開発の幹に当たる部分であり、今回はその枝に

当たる部分の研究活動を紹介したい。

 まず最初に手がけたのは、㏄R文 字認識後処理で

ある。機械翻訳システムは、当然のことながら、電

子化され、コー ド化された文章を入力 し、それを翻

訳するものである。 しかし、現実の翻訳作業の現

場では、必ずしも翻訳 したい文書が電子化 ・コー ド

化されているとは限らず、紙 しか存在 しない場合も

多い。その場合の重要なシステム構成要素は㏄Rで

ある。そこで、自然言語処理技術を利用 した㏄Rの

強化に乗り出した。利用しt一自然言語処理技術は、

形態素解析という技術である。形態素解析とは、ご

く簡単に言えば、文を単語単位に自動的に分割する

ことである。㏄R後 処理とは、この形態素解析技術

を使って㏄Rの 文字認識結果を吟味 し、より確度の

高い認識結果を得る技術である。この技術により㏄R

文字認識だけの場合に比べ、認識率が5%以上も改善

出来ることを確認 した。

 次に取り組んだのが、オンライン辞書システムの

研究開発である。これは、計算機がネットワーク化

されたLAN環 境で、外国から来た電子メールを読む

際や日本語文書を作成する場合に、その読解/作 成

中の文書を見なが ら、辞書引きが簡単に行えるよう

にしたシステムである。辞書情報としては、日英 ・

英日対訳や用例等が引き出せる。非常に簡単な操作

で辞書情報を引き出せるようにするため形態素解析

の技術を応用した。ユーザは、動詞の活用といった

ことを一切意識することなく(従 来の辞書引きはこ

れを意識させるものが多かった)、 画面上に表示さ

れている文書中の単語の一部分だけを指定するだけ

で正 しい単語の対訳情報や用例が取り出せるように

設計されている。機械翻訳がこなれた訳を出せるよ

うになるには、まだ相当の期間を要する。その間、

このような辞書引きが機械翻訳の弱点を補ってくれ

ると考えている。

 機械翻訳の弱点を補う他の方法としては、対訳文

書例をそのまま使 うことが考えられる。当社では、

英文ビジネスレターの作成の際、例文べ一スを段落

単位に管理 し、それをビジネス用件に沿って組み合

わせる組み合わせ式 ビジネスレター作成支援システ

ムの研究開発を行った。例えば、ある製品を売り込

みたい時の手紙の組み立て方の典型は、製品の開発

経緯から始まり、その製品の売り込みへ、さらに返

事の依頼へと移 り変わる。このシステムを使えば、

ユーザは、このような段落遷移を適切に組み合わせ

英文 ビジネスレターを簡単に作成することができる

 また前回の時も触れたが、機械翻訳の有効な利用

分野としては、データベース検索との組み合わせが

ある。外国語データベースを検索し、その結果出て

くる外国語文書を機械翻訳 し、母国語で読めるよう

にすることである。この場合、出てきた結果が自分

の本当に欲しい情報かどうかを、先ず判断できれば

良 く、それほどの翻訳精度は要求されない。斜め読

みしてみて、出てきた結果が重要なものであれば、

さらに精緻な翻訳を専門家に依頼すればよく、その

時点で、重要でないものは、そのまま何もせず捨て

てしまえるからである。ところが、ここでの問題の

一つは、データベースか ら出てくる結果が長大な文

章となり、読む時間が長 くなる場合があることであ

る。

そ こで 、この 問題 に 対処す るため 、原文 書 を コ ンパ
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ユ ーザ ヒア リング

機 械 翻 訳 の 活 用 事 例

長瀬産業無 翻訳室長 堂野前 進

 長瀬産業ではどのように機械翻訳を利用 している

か、企業内翻訳の実情、機械翻訳の導入と運用、大

量機械翻訳の手順、問題点、機械翻訳用の辞書につ

いてお話したいと思います。

企業内翻訳

 長瀬産業は翻訳会社ではありません。染料問屋か

ら出発し、160年 の歴史をもつ化学品専門商社で

す。一般企業、特に商社では、英語屋はいらない。仕

事を覚える過程で英語や外国語を習得するのは良い

が仕事中に辞書を引いたり、文献や専門誌を読むの

は感心 しないと考える管理職が多いと思います。

 翻訳は正規の業務として認めらず、従って仕事中

に翻訳の必要が生 じた場合、家に持ち帰り、苦労 して

翻訳するのが普通であり、会社の机にむかって辞書

を引いたり、文献を眺めたりしている者は早晩サラ
ーリマンとして落第の評価を受けると思います

。

 しかし、社史を読むと、合成染料の輸入を開始 し

た明治初期には、リヨンに駐在事務所を設立 し、フラ

ンス語の文献や情報を収集、日本語に翻訳をして、立

派な技術資料を定期的に刊行 して、合成染料の普及

に努めていたことが解ります。

 ひとっの産業が起 り、新 しい技術や知識が発展 し

て行く時、翻訳の必要性は高 く、また、企業の利益

への貢献が期待されるので、このような時には、企業

は、金に糸目をつけずにパンフレットや リーフレッ

トを作り技術、知識、商品を普及させようとします。

 しか し、ある程度、そのような技術、知識、商品

が普及すると、翻訳は必要でなくなり、セールスマ

ンが口頭で顧客に情報を伝えていけば良いことにな

ります。儲かるようになった商品とか業界では、翻

訳のニーズは低 く、これから大いに発展する新分野

に、新 しい概念とか新製品を導入する業界に翻訳の

ニーズがあると思います。

 現在では、当社で も、情報、通信、コンピュータ

に関連する技術分野での翻訳が主流であり、この分

野では、新 しい技術、知識、概念を基に、辞書に登

録されていない専門用語が生まれては、消えていま

す。特に、この分野と既存の成熟した技術分野 との

境界領域に新しいビジネスが広がり、それらの海外

情報を吸収同化するためにも、大量の技術資料、文

献を短期間に翻訳(理 解)す る必要があります。

 このような学際、業際分野で、複数の技術領域の

専門用語に精通 し、内容を正確に理解するには、専

(卸前頁より続き)

ケト化する技術の研究開発を行った。これは、原文

書の意味を大きく変えることなく、原文書を短くす

る技術である。基本的方法は、各文の中心となる名

詞や動詞を残 し、修飾語句を取り除くというもので

ある。この基本方法をいろいろな角度から精錬し技

術開発を行った。英文記事の対象にした実験では、

意味を変えることなく原文書を約6割 にコンパクト

化することが出来た。

 以上のように、当社では、機械翻訳に関わる周辺

技術の研究開発に取り組んできた。この研究開発の

べ一スにある考え方は、 「身近に使える自然言語処

理」である。自然言語処理は、意味解析や文脈処理

に代表されるように大変難 しく、哲学的な要素まで

含んだものとなっている。このような幹に相当する

技術に対 しては、地道な息の長い研究開発が必要に

なる反面、成果としては世に出にくい。そこで、枝

とも言うべき、 「もう一工夫で成果が出せるもの=

使えるもの}も 考えていくという姿勢である。

 当社としては、今後ともこの両方の道を追求 し、

世の中に役立つ技術を開発 していきたい。

              (杉 山 健 司)
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門分野が細分化され、非常に、狭く、深 くなりっつ

ある現在では、機械翻訳の助けなしでは、不可能に

近いと思います。そ して、新製品を導入、発売する

時、一一時的に、短期間で膨大な資料を翻訳しマニュ

アルを作成するには、機械翻訳が不可欠になると思

います。

機械翻訳導入と運用

 機械翻訳は20年程前に米国へ行 った時、20年後に

は機械翻訳(翻 訳電話)が 普及しているとの記事を

見たことがあります。まさか自分がこれを使用する

ことになるとは思いませんでした。平成元年、翻訳

作業の効率化を目的に、シャープのDUETを 導入し、

約6か 月、独りで、徹底的に、前処理技法の開発、

ユーザー辞書の構築、最適運用システムの検討を行

いましだ、この期間使用 した試験用のテキス トは米

国大使館広報、文化交流局報道部か ら配布されるオ

ッフィシャル テキストであり、その成果として、

日本初の機械翻訳[ブ ッシュ大統領決断のスピー一チ]

電脳翻訳研究会訳を出版することができました。こ

れを機縁に、同好の人達が集まり、年4回 の勉強会

を継続 しています,

 6か 月間の試行錯誤の結果、1〕UETにPC98とAXパソ

コン2台 を接続 し、1'C98上でもDuetを動かせるよう

にして、外部よりパソコン通信で受け取った原稿を

DUETに転送 して、3名 の専任要員が同時にD㎜ とAX

端末2台 を使用して、同一一翻訳作業を分散並列処理

することにしました。初仕事はコンピュータケミス

トリーの輸入ソフトのマニュアルの翻訳で、㏄Rで

読み込み、llUETで翻訳、ワーフ'ロで仕上げを行いま

した。最初の挫折は㏄Rの 読み取 りと図形処理です。

そこで、在宅勤務者のワープロ入力ネットワークを

組織 し、FAXで原稿を送付し、パソコン通信で返信し

て貰い、それを機械翻訳にかける工程にしました。

 英日機械翻訳導入後、3年 目に日英機械翻訳と情

報処理通信関係の翻訳を目的とし、東芝のASTkANSAC

を導入し、イーサネットを利用 して、1闘 互換機や

PC98とLANを 組み、大規模に構築 したIOO

万語に近い辞書を共有して、本格的に、社外に対し

ても、機械翻訳サー一ビスの提供を開始 しましたJ

 さらに、昨年からはシャープの日英システムをス

タンドアロンで2台 導入し、効率的な英文作成方法

を検討 しております。

 人員体制は私を含め男子2名 、女性3名 、それに在

宅勤務者3名 です、,

 お客さんのニースは種々ありますが、大量の文書

を短期間に、安く翻訳 して欲 しいというのか最も多

く中身にっいては問題があるかもしれませんが、取

り敢えず、専門用語を正確に翻訳することを前提に

お引き受けしております。それでも、表現の巧拙は

別にして、内容を正確に伝達するには後処理に、か

なりの時間をとられます。

 また、原文をテキス トファイルというかマシンll
一ダブルにするにはかなりな苦労がいるわけです,,

出来るだけフロッピティスクやパソコン通信で送付

して貰い、それを機械で翻訳して、フロッピーで納

品することを前提に、短期間の大量翻訳のこ一ズに

答えることができるようになりました.

大量機械翻訳の手順、問題点

 大量の技術文書を短期間に翻訳するには、まず、

昼間、文章の単文化や前処理、未知語の辞書登録を

徹底的に行い、夜間、10時間から20時間連続機械翻

訳をします。その結果、訳語の訂正や、意味不明な

部分を洗いだし、さらに前処理を行い、再度夜間バ

ッチ処理を行います。この工程を繰り返えすことに

より、後編集やリライ トにあまり労力をかけないで

内容を正確に理解できる程度の訳文を得ることが出

来ます,

 機械翻訳の利点の一一つは、これ ら前処理や訳語の

訂正、表現の書き替えの殆とを全文もれなく、瞬時

に 一括 して行うことができる点です。問題点は、k

量の文書になると、原文のテキス トファイルも数人

の人間が入力 しているため、人によっては半角文字

を使ったり、表現や表記法が統一されていない場合

が多く、修正に時間がをとられたり、機械が読み取

れない部分があり、再度、入力を しなければならな

いこと、また、DoSの テキストファイルとして頂

いたフロッピー自身がとうしても読み取れずに、そ

のフォ ーマッ・トを突きとめるのに苦労することが往

々にしてありまず,

 また、このような大量機械翻訳の場合は、技術内

容を完全に理解 し、自然な日本語や英語で表現する

のは不可能です。あくまで、依頼先での目的に沿っ

た専門家によるリライ ト、再編集が前提であり、如

何にその人達の負担を軽くできるかが勝負である翻
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訳支援サ ービスなのです。機械翻訳とはこのような

ものだとお客さん自身がその意義を理解 して、機械

翻訳の成果を積極的に利用して、自分たちで好きな

ようにマニュアルを作ることが、当たり前になり、

フロリピーでの依頼、納品が一一一般 化すれば、機械翻

訳のマーケットは拡大すると思います。

 さらに、現在の機械翻訳システムは、自然言語処

理だけをxt象にしており、情報の収集、理解、伝達

とか、マニュアル、論文、報告書作製など、翻訳作

業の最終 目標を考慮していないので、周辺機器との

接続や他の情報処理ソフトとのインターフェースに

問題があります、,企業に英語屋は要らないと言われ

るのは、手段を目的と混同するからであり、翻訳 も

企業の情報活動の手段であり、一部 である以上、通

信機能を充実するとか、GUIを 採用するとか、徹

底した使い易いバイリンガルな翻訳機能付きワープ

ロを完成するとか、改良発展の余地が、現在の翻訳

精度でも、十分存在すると思います。

 また、利用者側でも、人間でも機械でも、完全無

欠の等価訳なとこの世には存在 しない。表現は翻訳

できないし、する必要もない、,大切なことは、表現

の背後にある意味内容、情報、すなわち、テータや

事実と事実に対する見解を正確に理解 し、伝達する

ことであり、文書を完成 した作品と見なさず、明確

さこそ、文の命であり、明確さは、直接的な視野と

簡潔で正確な表現から生まれるという立場に立つ必

要があると思います,

機械翻訳用の辞書

 機械翻訳システムを有効に活用するには、ユーザ

によるカスタマイセイションが必要であり、その中

心は、ユーザ辞書の構築とその選択組み合わせにあ

ります、あまり大きな辞書を作成 しても、翻訳精度

をかえって落とす場合があります。あまり小さな辞

書では、翻訳できません。基本辞書、専門辞書、ユ
ーザ辞書の最適な組合せ方があるはずです

。

 また、どのような組み合わせ方をしても、かなら

ず、未知語があり、訳語の定着していない語句や、

合成語、省略語、頭字語に遭遇します。

 一一プ∫、どのように専門用語が多く、難解な技術論

文でも、使用語数の総計はそれほど多くはないはず

です,ど のような博識な専門家で も、一テキス トで

何十万語も、使用できるはずがありません。圧倒的

に基本語辞書に登録されている日常語が多いはずで

す。最初に入手できる該当分野の専門辞書やユー一ザ

辞書でスクリーニングすれば、多くても、未登録語

は三桁の単位だと思います.,そのような観点から、

当社では、分野別に、 一一対 ・一の対訳辞書を1〔}0万

件近く、あらかじめ入力 して、毎日、翻訳の度に、

さらに追加 しており、辞書が成長し続けています。

しかし、医学分野なとでは、数十万語を入れても当

たる時はすごく当たるけれども、当たらない時には

2～3割 しか当たらないこともあり、さらに効率の

良いユーザ辞書専門辞書の構築の仕方、組み合わせ

の仕方を再検討 し、系統的に使用できるようにした

いと考えています。基本的には、機械翻訳用の専門

ユーザ ー辞書はシソー一ラスではなく、コパー一スでな

けれはならないと思います。専門辞書の領域には、

訳語の定着した専門用語がすべて登録されており、

その分野の概論とか通論とかいわれる標準テキス ト

は完全に翻訳でき、さらに、その上に、細分化され

た特殊分野の狭い研究分野ごとに、ユーザー辞書を

テキストことに登録 して、マー一ジして行 くのが良い

と思います0

(質 疑応答)

Q;辞 書の活用について

A;医 学は別にして、普通の技術文献ではどんなに

  立派な先生でも何十万語の言葉を使い分けるこ

  とは有り得ず、3万 語程度の専門辞書と2--3

  千語のユ ーサー一辞書を使用すれは 追加すべき

  単語は数百の単位にではないかと思います,

Q;専 門用語数について

A.専 門用語はあまり細分化せず、1分 野2～3万 語

  程度あれば実用に耐えるのではないかと思いま

  す。ユーザ辞書も1テ キス ト数千語程度を整備

  して行けばいいのではないかと思います。

∩
罵

A

年数回の電脳研究会の内容は?

コンピュータ、言葉に興味があること、それか

ら人L"知能と人間の知性がこれからどのように

係わりあったら良いのかと云う事など好きな事

を発表 して貰っております。
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ト ビ'ッ ク ス

 日本への留学生数……総務庁行政監察局編による

「留学生10万人をめざして」という資料が昨年末に

発売になった。この資料によると平成4年 には日本

への留学生は4万8千 人に達しており、昭和58年 の

4.7倍に達 しているという。これら留学生の出身地域

別ではアジアが93.8%で もっとも多く、北米は2.8%、

欧州は2%という比率になっている。アジアのなかで

も中国は42。1%、韓国23,9%、台湾12.6%と なっている。

これらの留学生に対するアンケー トの結果、その専

攻別では自然科学が41.7%、 社会科学27.6%、 人文科

学18%そ の他となっている。地域別の専攻の比率は欧

州が人文科学系が多いのに対 し、自然科学は全地域

とも比率が高くなっている。

 来 日前の日本語学習の状況……70%の 留学生が来

日前に日本語学習の経験があると答えているが、ア

フリカは来日後に日本語を学習 したとのことであり

また中近東でも来 日前の学習経験は40%で ある。

 現在の日本語の会話能力は専門的な議論に参加で

きるというものが全体の42.5%、日常生活に必要な会

話ができるが46%、自分の意志は何とかつたえられる

が9,5%、ほとんど話せないは1.9%に留まっている。

 また書 く能力については日本語でレポー トが書け

るが63:3%、ひらがなだけでしか書けないが29.5%、ほ

とんど文章が書けないが4%である。これらのことか

ら日本語教育の改善、充実を望むものが24.2%と 多く

また留学生のための特別講義の増加を希望するもの

が26.7%の 多きに達している。

 日本人観……日本人はよく働く、勤勉と答えたも

のは17.8%、 外国人に対して親切が16.9%あ るのに対

して外国人に心を開かないがll.4%、欧米人とは付き

合うが東洋人を軽視するが4.4%、 外国人に対して

偏見があるが2.9%、 人情が薄い1.4%と いう厳しい印

象を漏らしている。

 政府は 「2000年の留学生10万人をめざして」一層

の基盤整備と各種支援施策の充実をはかって行く方

針との事である。

産業翻訳市場規模……2月4日 日本翻訳協会主催の

「翻訳フェア'94」が開催された。この中で「産業翻

訳のニーズと品質管理」と題 してレクチャーがあっ

た。93年 当時の翻訳業の売上は1,300億、印刷業等の

非翻訳業は1,700億 、企業内独自翻訳は1,000億 、合

計4,000億 規模と推定される 最近の円高や輸出産業

の翻訳ニーズの低迷により30%近 い売上ダウンにな

っている。反面輸入産業のニーズ増加は見られるも

の落ち込みをカバー出来る程の売上を維持できない

状況にあるとの厳しい報告があった。

ア ジ ア の イ ベ ン ト(問 い 合 わ せ 先 … … 国 鮪 報 イヒ協 力 セ ン タ ー ・甑 細03-3457-0941)

「Infoco●n China '94」

 月  日  1994年4月6E】 ～9日

 場  所 中 国Shenzhen International Exhibition Center

 主  催 Shenzhen lnternational Exhibition Center,PANASIA Convention&Exhibition Limited.

「CO瀕PUTEC '94」

 月  日 1994年5月12日 ～16日

 場  所  中 国 上 海 市 上 海 商 城 中心(SHANGHA I CENTER)

 主  催 China lnstrument Society China Computer lndustry Association

rCh i na Conputer Nor l d EXPO

 月  日 1994年9月28日 ～10月1日

 場  所 China lnternationa蓋Exhibition Center Beijing PRC

 主  催  IDC Co叩uter(;o叩any(Hongkong)

 ASIAN IT EXPO '94J

 月  日 1994年9月28日 ～IO月1日

 場  所 香 港HongKong(:onvention Center(Hongkong)

 主  催 ADSALE Exhibition Serv ices Ltd.(Hongkong)
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技術早分かり

機 械 翻 訳 の 今 後 の 技 術 動 向

Future 'Trend of Machine Trans lation Technology)

通産省電子総合研究所 主任研究官 井佐原 均

 今回は、機械翻訳 システムの新 しい技術動向にっ

いて紹介します。

 現在市販されている機械翻訳システムは、 (当た

り前だといわれるかも知れませんが)文 法規則と辞

書を使って、入力文を解析 し、翻訳出力を生成 しま

す,こ れまで、このシリーズで行なってきた機械翻

訳技術の解説も、このようなやり方に沿ったもので

した、,このようなやり方を、規則(辞 書の記述も規

則の一つ です)を 用いる手法という意味で、Rule一

暖1sedの手法と呼びます,,

 このような手法で作られた機械翻訳 システムの性

能を向上するためには、これまでこのシリーズで説

明されてきた構文解析や意味解析といった要素技術

をさ一,に深く研究 していくことが必要 でず、

 また、実際にシステムが使う文法規則や辞書に書

く情報を出来るだけ詳細なものにいくことも必要と

なります、

 これまでは、翻訳システムが用いるさまざまな規

則は、人間が自分の言語的直観に基づいて作成 して

きたわけでず,つ まり、自分が言葉を理解したり、

話したりする時に使う知識を、規則の形に書き下ろ

していたのです。しかし、規則が増えてくるにつれ

て、取り扱う情報が非常に大きなものとなり、全体

としての見通 しが大変悪 くなります。そのため、こ

のような人手に頼る手法だけでは、処理 しきれなく

なります、規則がどんどん増えていくと、一・人の人

間が全体を理解することが難 しくなり、その結果、

1どうしてこの訳がでてきたのか?」 という素朴な

質問にシステム開発に直接関わった人ですら答えら

れないということになります,直 感に基づいて規則

を作成 している以上、との程度の量の情報を集めれ

は、翻訳には十分なのかということに対する理論的

なきちんとした答えはないのです。

 また、規則は単に集めれば良いというものではな

く、その規則をその時々に応 じて適切に使うことが

必腰 となります、、つまり、機械翻訳に必要とされる

知識には、規則(言 語情報)そ のものと、ある時点

で適用できる規則が複数あった場合に、それらのう

ちのどれを使えば良いかを決める適用性の情報(優

先順位付け)と があることになります。これらを区

別して、それぞれを適切に表現できる枠組が確立 し

ていないことも、見通 しを悪 くする原因となってい

ます。

 現実のさまざまな文書を翻訳することの困難さは

このような問題点を解決 し、きちんと使えるように

なった規則化された知識が不足 していることから来

ているわけでず,し かしなが ら、実際に世の中に存

在する膨大な文書を対象に、その翻訳に必要とされ

る知識を人手で抽出し整理することは、ほとんと不

可能でしdう 。1そ れではどうすれは良いのたろう

か?」 この問いに対する答として、計算機に♪く規模

なコーパスを直接処理させようという考え方が提案

されました、、

 この 手法 の 提案 は、10年 前 に遡 るfl、2]の

です が 、 当時 は大 規模 な コーパ スを解 析 す るの に 十

分 な能 力 を持 った計算 機 は 大変 高 価 な もので した,

最近 の 計算 機 の高 速化 ・低価 格化 に よ り、 大量 の テ

ー タを 比較 的 容 易 に処理 す るこ とが 出来 るよ うに な

って きた ため 、事例 を利 用 した(あ る いは統 計的 手

法 を用 いた)自 然 言語 処 理 と呼 ば れ る この手 法が 脚

光 を浴 び始 め た ので す,

 この 手法 の 機械 翻訳 へ の応 用 と して は 、 まず 、事

例 を用 い て翻 訳 を行 な うシス テ ム (Exa叩le-based

嫉achine Translation)が あ げ られ ます 。

 例 を使 って 説 明 しま しょ う。playと い う英語 の

単語 を 日本 語 に翻 訳 す る場 合 には 、playの 目的 語

に応 じて 、1(ス ポー ツを)す る」 「(楽 器 を)演

奏す る」 な ど 、適 切 な訳 語 を選 ば な くて は な りませ

ん 。 これ を従 来 か らの規 則 を用 いた手 法 で翻 訳す る

場 合 は 、
・
pZrlVス ポー ヅ ー_..ス ポ ー ツをす る"

"
play楽 器 一♪"楽 器 を 演奏 す る"

と い った 訳 し分 け規 則 と
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piano (楽 器) ピア ノ

vlolin(楽 器)バ イオ リ ン

tennis (ス ポ ー ツ)テ ニ ス

golf  (ス ポ ー ツ)ゴ ル フ

といった、辞書(訳 語と意味素性)と を用意するこ

とになります。この程度の情報の場合は、どちらも

非常に簡単で分かりやすいのですが、…般の雑多な

文章をきちんと翻訳するためには、もっと多くの情

報を記述することが必要になり、規則を表現する枠

組も、非常に複雑なものになりまず,

 一一方、事例を用いた翻訳システムの場合には、対

訳とシソーラスを準備 します。対訳として、
            o

Iplay tennis。  私 は テ ニ ス を す る。

Iplay the piano.私 は ピア ノを 演 奏 す る 。

シ ソー ラ ス と して 、

楽器

  ピア ノ

  バ イオ リン

  トラ ンペ ッ ト

スポ ーツ

  球技

   テ ニ ス

   ゴル フ

   卓球

とい う もの が 与え られ てい た と しま しょ う、,

 ここで 、"Iplay g【)lf."と い う文 が 入 力 され た

場 合 、 ゴル フが 、 テニ ス と ビア ノの ど ち らに 、よ り

似 て い るか を シ ソー ラ スを使 って 調べ ます 。 この場

合 には 、明 らか に テニ スの方 に似 て い ます か ら、 シ

ステ ムは、"Iplay golf."は"I play the piano."

よ り も、"Iplay termis."の 方 に似 て い ると判 断

し、 「テニ ス」を 「ゴル フ」 に置 き換 え て 、1私 は

ゴル フをす る。」 とい う訳文 を 生成 します 。

 この よ うな シス テム にお いて は 、対 訳 コーパ スを

検索 し入力 文 に最 もよ く似 た例 を選 び 出す 処理 が一

番重 要 な部 分 です 。 各単 語 の 「似 て い る度 合 」 を計

算す るため には 、 シソー ラスを使 う場 合が 多 く、 シ

ソー ラ スの 木構 造 の 中で の 単語 間 の距 離 を使 って計

算 します。

 ただ、この例のように、単語が…つだけ異なって

いるような文(対 訳例)が コーパスの中に含まれて

いる場合は、現実の文章の翻訳では稀で しょうから

ほとんどの場合、適当な対訳を組み合わせて、一つ

の文を作ることが必要になります。このためには、

入力と例との間で一致 していない部分について、再

帰的にコーパスの検索を繰り返す手法[31等 が提

案されています。

 事例を用いた手法の機械翻訳への応用としては、

このようにコーパス中の対訳を使って直接翻訳をす

るものばかりではなく、事例から知識(あ るいは統

計的確率)を 自動的に獲得 しようとする試みも行な

われています。コーパスを使って、翻訳に必要な規

則を作り出すわけです。この場合、原文を何らかの

形で解析する必要があるわけですが、当然、完壁な

解析は出来ません。誤った解析結果が含まれていた

り、解析自体に失敗 したりすることもあります。

しかし、十分に大きなコーパスを用いていれば、全

体としては、間違った解析結果よりも、正しい解析

結果がたくさん含まれることになり、意味のある情

報を取 り出すことが出来ます。たとえば、簡単な構

文解析によって、文中の動詞に係る名詞を見つけ、

動詞と名詞の共起の頻度を調べることにより、動詞

の持つ格フレームを自動的に獲得する研究[4]な

どが行なわれています,,

 また、自動翻訳を目的とはせずに、翻訳支援シス

テムとしての使用を目的とするものもあります。翻

訳 したい文に類似 した用例を検索し表示することに

より、翻訳支援を行なうのです.,ユーザが翻訳 した

い文を入力すると、システムはそれと類似した文を

対訳コーパスから選びだし、その対訳と合わせて表

示します,ユ ーザは、それを参考にして、自分が翻

訳 したい文の訳文を作成するのでず,も ちろん、類

似した文をどうやって選び出すかが問題となるわけ

ですが、あらかじめ形態素解析されたコーパスを用

いるものや、前処理をされていない対訳コーパスを

対象に、文字列の類似度を効率的に計算する手法

[5]な どが提案されています。

 事例を利用 したシステムの特徴として、ユーザが

コーパスに対訳を追加するだけでシステムの能力を

向 ヒすることができるということがあげられます。
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システ ムの内部 構 造 や 自然 言語処 理 に詳 し くな い人

で も、 対象 とす る言 語を 知 って い るな らは 、正 しい

対訳を 追加 して い くこと によ って 、 自分のq[語 知 識

に沿 って 、 シ ステ ムの改 良を 行 な うこ とが 出来 るの

でず,も し、あ なたが 、playと い う単 語を 翻訳 す る

時 に 、 「演 じる1と 訳 した方 が 良 い場 合が あ ると知

って い るな らば 、上 で示 した例 に 、

Iplay Romeo. ロ ミオ の 役 を 演 じ る 。

と い う対 訳を 付 け加 えれ ば 良 いの ですu

 … 方、規則 に基 づ く手法 で は、 システ ムを 改良 す

る ため に規則 を追加 す る場 合 には 、 まず規 則 の記 法

を 理解 して い な くて は な りませ ん し、 規則 を一 っ 追

加 した こ とに よ って シス テム 全体 が 崩壊 して しま っ

た り しない よ うに 、注 意 しな くて はな りませ ん。 例

えは 、"a-b"と い う文法 規 則 と"b一 ガ とい

う文法 規 則を 入 れ たよ うな場 合 、解 析 時 にル ー プを

作 って しま うため に、 システ ムが 暴走 して しま うこ

とが あ ります 。 事例 を 用 い る 手法 では 、 用 い るコ ー

パ スが十 分 に大 きけれ は 、 一一つ の対 訳 を追加 す る こ

とによ って 、 その よ うな崩壊 が 起 こる こと はあ りま

せん 。 ゴ ル フは、 テニ ス 、 ピア ノ、 ロ ミオの うちで

は 、や は りテニ スに 一一番近 いで しょ う し、.,I play

the violin."と い う入力 に対 しては 「私 は バ イオ

リンを演 奏 す る,iと 翻 訳 して くれ るで し ょう、,

 勿論 これ は 、 シ ステ ムの性能 が 簡単 に向上 す ると

い うこ とで は 、必 ず しもあ り ませ ん。 コーパ ス を大

き く して い く ことは それ 自体 、大 変 な労 力が 必 要 な

ものです 。 しか し、この よ うな コーパ スは 、個 々 の シ

ステム とは 独立 した もの であ り、 一一・旦 作 られ た コー

パ スは他 の システ ムで も用 い るこ とか 出来 ます 。

あ るい は、既 に何 らか の形 で 存在 す る対訳 集 を使 う

こと も出来 るで しょ う,

 この よ うな 、事例 を 用 い る手 法 は今 そ劃 一層 の発 展

が期 待 され る分 野 です が 、そ れ と同時 に、既 に規 則

化 され て い る情報 が使 え る場 合 には 、 それ を利 用 し

た 方が効 率 的 な場 合 も当然 あ るわ けで す 。 したが っ

て 、今後 は、規 則 を用 いた手法 と事例 を 用 い た手 法

とのそ れ ぞれ の特 長を 活 か して 、両者 を 融合 す る こ

とが 検 討 され て い くで しょう,,そ の よ うな システ ム

で は、言語 処理 の各 時 点で 利用 で きる情 報 の うちで 、

最 も特 定化 されて い る情報 を 用 い ると い う方 針 で処

理 が進 め られ るこ とに な ります。 この よ うな手法 は

人間 の言 語 処理 過程 と類 似 して お り、 高速 な 自然言

語 処理 が 可能 と な ります。

 機械 翻訳 にお いて は、 た とえ ば、 完 全 に…致 す る

例 が 見つ か れば 、それ を 用 いて翻 訳 を行 な う,,な け

れ ば 、類 似 した用例 を 利用 す る,そ れ も困 難 な場 合

には 、規 則 に基 づ いて 解析 ・生成 を 行 な う、 と い う

よ うに な るで し ょう、,先ほ との 例で い うと 、
"I

play tennis."と い う 文が 入力 され た場 合 には 、

完 全 に 一致 す る 文が あ ります の で 、そ の ま ま対 訳 中

の訳文 が 出力 され ます 、、挨 拶 文の翻 訳 な どで 、 この

よ うな ことが よ く起 こ ると思 わ れ ます,,ま た 、
"I

play即lf."と い う文が 入力 され た場 合 には 、す

で に述 べ た よ うに、事 例"Ipli1V temis."を 使 っ

た翻訳 が 行 なわ れ ます 。 さて 、 も し、 コーパ スに疑

問文が 含 まれて いなか った場 合 に 、"[byou lute

sheep?"と い う文 が入 力 され た場 合 に は 、(少 な く

と も疑 問文 固有 の 部分 につ いて は)文 法 規 則 を用 い

て 解析 し、訳 文を 生成 しまず,も ち ろん 、疑 問 文を

解 析 す る規 則を シス テ ムが 持 って い な くて は な りま

せんが 。

 マニsア ル等 の 翻訳 で は 、 一旦翻 訳 した文書 の修

正版 を翻 訳 す る こ とが 、 しは しば起 こ り ます,そ の

よ うな場 合に は 、以前 に翻 訳 した もの をで き るたけ

使 いた い と考 え るで しょ うJこ の 手法 は 、 その よう

な状 況 に対 応 で き る ことに もな りまず 、

 この よ うに考 え て きます と、従 来か らの規則 を用

い る手法 も、や は り重要 で あ る といえ ます 、 これ ま

で 自然 言語処理 の研 究 にお いて は 、 臼然 言語 の持 つ

さ まざ ま な曖 昧性 を 計算機 が 正 しく理 解 し、そ れを

解 消 す るため に は、 意味情 報 あ るいは 文脈 情報 が 必

要 で あ ると い うこ とが 強 調 され て きま した。 そ のた

め に、 表層 の 言語 現象 を 詳細 に検討 す ると い う立場

が 軽視 され て い た点が あ ります 。 その 結 果 、簡単 な

シソ ー ラス程度 の知識 と構 文解 析 に よ って構文 構 造

を かな り正確 に把 握 で き るよ う な場 合が あ るに も関

わ らず 、 それ を 意味 に 関わ る困難 な問 題 と して放 置

して お い た面 も見 られ ます 。詳 細 な 、そ して 当然 膨

大 な意 味情 報 を用 い る意 味解 析 は 、 もちろん 重要 な

技 術 で すが 、人 間が文 章 を読 む場 合 には 、 文の 内容

を完 全 に は理解 して い な くて も、文章 の構 造(並 列

句 や係 り受 けな ど)を あ る程 度 、判 断 で きる場 合 が

あ る こ とか ら、人 間 は言 葉 の理解 過 程 に お いて 、

「浅 い 」意 味 を有効 に用 いて い る もの と思 わ れ ます 。

この よ うな点 に注 目 した研 究の 例 と して は 、従来 、
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深い意味処理の対象とされていた名詞句あるいは連

用中止による述語の並列構造を、文節同土の類似性

を計算することにより、かなりの精度で決定できる

ことを示 したもの[6]な どがあげられます。

 なお、自然言語処理における困難な課題を避ける

手段の一つとして、取り扱う領域を限定 しようとい

う考え方もあります。この場合、実際には、領域を

限定することによって、取り扱う知識の範囲だけで

はなく、取り扱う言語表現(あ るいは言語能力)を

も制限していることになります。特定の場面で発話

される文は、その言語で.可能なすべての言語表現の

中では、ほんの一部となります。そのような制約が

あることによって、辞書中に表層の情報に対応 した

知識を書き込んで行 くことが可能となります。自然

言語処理において、辞書の記述が主要な知識源であ

ることは、どのような手法を用いる場合にもいえる

ことであり、現実の文章から着実に辞書記述を改良

して行 くことは、最 も重要な作業の一つ です。
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新製晶の紹舜

英日機械翻訳システムV2.1『DUET Qt』

シャープ株式会社

シャープは6年 前に業界で初めてOCR付 きの機械

翻訳専用システムを発売 し、その使い易さや高い翻

訳精度で多くのオフィスでお使い戴いております。

基本語辞書の構造を大幅に変更 し、従来では持

っていなかった詳細の情報により、きめの細か

い訳語選択を実現 しました。

また、3年前には省スペース性を追求した業界最小、

最軽量の専用システム 『DUET Qt』 を販売、

2年 前には、待望の双方向翻訳を実現する日英機械

翻訳システムも開発、MTメ ーカのパイオニアとし

て躍進し続けています。

6基 本辞書の拡充(3)

 大量の評価文から抽出した単語や熟語、またそ

  の同類語や反対語、派生語にいたるまでを追加

  しました。また主要な人名も追加 しています。

  (見出し語数89、000語)

 そして、この度、当社にお寄せいただいた数々の

ご意見を参考に、英日機械翻訳 システムの最新バー

ジョン(V2.1)を リリース、従来にも増して高度

な翻訳品質と機能の充実をはかりました。

[翻訳精度向上のための改良と辞書の拡充]

1新 構文解析方式(並 行型構文解析)の 採用

 複数の解析候補から最良の候補を選択する並行

 型構文解析を採用。

 従来の方式に比べ、より良い翻訳結果を訳出し

  ます。

2優 先解釈の枠組みの導入

 英文の形などをチェックする枠組み/規 則を導

 入し、最適な形を優先的に判断します。

[機能の充実]

1ユ ーザ辞書、専門辞書の複数同時使用

  従来1つ までしか使えなかったユーザ辞書、専

  門用語辞書をそれぞれ2つ まで使用 して翻訳す

  ることが可能です。同じ種類の辞書内では優先

  1頂位をっりられます。

2ユ ーザ辞書の登録可能語数の拡大。

 最大約8万 語まで登録すること力河 能になりま

  した。

3訳 語表示、参照時の交換辞書の拡大

  同じ単語が選択されている別の辞書に登録され

 ている場合でも一画面上で確認 したり、入れ替

 えることが可能です。

3訳 語優先解釈の導入

 基本後辞書に 「格パターン優先度」などの情報

 を追加し、より柔軟な訳語選択が可能になりま

  した。

4基 本辞書の拡充(1)

 主に動詞に対 して、分野情報や型情報、意味情

 報を充実させ、その翻訳を強化 しました。

5基 本辞書の拡充(2)

 新構造辞書の採用による訳語選択。

4訳 語反転表示機能の強化

 分割翻訳(句 単位の翻訳)と なった場合でも、

 英語と日本語の単語間の対応関係が参照できる

  ようになりました。また、訳語を調べたり、学

  習させることも可能です。

5新 学習方式の採用

 従来では利用できなかった後置語などの情報も

 学習結果に自動的に反映されるようになりまし

  た。

    I meet him.
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meet「 会 う」 か ら 「迎 え る」 に学 習 させ る

 (従 来) 私 は、彼 に迎 え る。

(V2.1)私 は、 彼 を迎 え る。

6範 囲指定候補機能

 文中の一部分だけの解析を変更させることが可

 能になりました。他の箇所は固定 して正しい訳

 を得ることができますので、短時間でほしい訳

 が見っかります。

7モ ー ド設定項目の追加

 主語の無い文を命令形で訳すか、終止形で訳す

 かの設定や、文を一文ごとに切り出す場合の記

 号を追加して設定する奪、合計4項 目の設定を

 追加 しました。

8分 野選択設定機能

化学工学、機械工学、経済、時事、情報処理、

電子工学、医学の7分 野から翻訳する文章の分

野にあわせて、3つ の分野までを選択すること

ができます。

9印 刷環境設定項目の追加

  原文/訳 文の レイアウト変更やシングル改行か

  ダブル改行かの選択/設定力河 能になりました。

10マ ウス操作の改良

  マウスのダブルクリックで、一文翻訳後簡単に

  単語訳を画面上に呼び出すことができるよにな

  りました。

販売 元:シ ャー プ システ ム プ ロダ ク ト(株)

   翻 訳 システ ム営 業部 03-3267-5753

問 い合 わ せ先:営 業推 進部 043-299-8302

   [シ ャー プ難 コ ンピュ ータ商 品企 画部 蒲]

英 日機械翻訳システム v2.1DUET Qtの 仕組み
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翻 訳 現 場 見学 記

 機械翻訳の利用に当たっては前処理、後処理は不

可欠である。これがため各社とも利用マニュアルを

発行したり、実務講習会を実施している。 しかしユ

ーザサイドにも個々に開発された利用技能があり、

アンケート調査等では把握出来ないものも多い。そ

こで翻訳現場に埋 もれた処理手法を発掘 し、これを

整理、分類してみることも必要との考えから、利用

技術研究会メンバーを中心に翻訳現場見学会を実施

した。

①長瀬産業難翻訳室

 当社の翻訳スタッフは常勤社員5名 、在宅勤務者

3名 の構成で最近は需要量は落ちて来ているが、月

間平均200頁の機械翻訳を行っている。翻訳文書は契

約書、技術文献など社内の全ゆる文書であるが、やは

り量的にはマニュアル類が多い。また社内だけに止

まらず、社外からの依頼に応じ翻訳 も行っているが、

入力原稿はFI)での提供を呼びかけているが、社外の

依頼文となると矢張り手書きのものも多く、在宅勤

務者が前処理しながらデータ化し、それをパソコン

通信で送信 して貰い、機械処理している。 現在 シャ
ープ、東芝のマシンを使用しているが、それぞれ癖が

あり、前処理のやり方も異なるという。前処理のやり

方は徹底した短文化にある。「句、節単位で処理する

方が翻訳精度が高 く、誤りの修正もやり易い。

短文化された句や節を後処理でどう繋ぎあわせてい

くかはやはり語学力が必要である。」と。蓄積された

専門辞書は100万語に達 しているとの事である。

②難アイ ・ピー ・エス

 当社は機械翻訳業であり、約30台 のパソコン、勘C、

5台の翻訳機と10台の翻訳端末、N/Sが イーサネット

で繋がっている。数百頁にも及ぶ長文は数人の作業

者が章や節単位で分担する。最初は全員が依頼文の

何割かの文章の専門用語を入力し、その後これらの

辞書を使って、担当の章や節の前処理(係 り受けや短

文化)を行い、機械翻訳を行 う。これにより用語の統
一 も出来る。ネイティブ部門では原文のスペルチェ

ックと出来上がった翻訳文の化粧をする意味での後

処理を行う。マニュアルの場合、1頁の中で図や写真

の占めるスペースが多く、翻訳すべき文章が少ない

こともあり、インターリーフとも併用(試 用の段階)

し、翻訳だけではなく周辺業務の トータル処理も試

行中である。

 訪問調査で多くの資料の収集が出来たが、研究会

ではこれらを整理し報告書に纏める事にしている。

「COLING'94」
r第15回計算言語学国際会議)

開 催 月 日  平成6年8月5日(金)～9日(火)

開 催 場 所  京都 都ホテル

開 催 日 程  招待講演、論文発表(4セ ッション並行開催)、 パネルディスカッション

    8月5日(金)     開会式 ・論文発表 ・レセプション

    8月6日(土)～9日(火)論 文発表

    8月8日(月)    バンケット(夕刻)

    8月7日(日)     インフォーマル ミーティング

主

共

協

催

催

賛

第15回 計 算言 語学 国際 会議組 織 委 員会

ICCL(lnternat iona l Coeoittee on Conputat ional Linguistics)

電 子情 報通 信学 会 情 報処 理 学会 人工 知 能学 会 日本 ソフ トウエ ア学 会

日本情報 処 理 開発 協会 日本 電子 工業 振興 協 会 ア ジア太 平洋 機械 翻訳 協 会
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協 会 活 動 状 況 報 告

予算理事会

運営委員会

利用技術研究会

システム評価研究会

需要予測検討会

翻訳現場見学会

3月23日 ①94年度事業計画案 ②94年度事業予算案③その他案件

1月25日 ①収支状況報告②会員の動向③IA盟T理事会報告④研究会活動報告(5)その他

2月22日(1)協 賛事業報告②研究会活動報告③94年度重点推進事業検討④その他

3月ll日 ①予算理事会上程議案検討②研究会活動報告③共催事業検討④収支見込検討

1月21日 ①ユーザ利用実態調査質問項目の検討②辞書共有化方策の検討③翻訳 トータル

    手法の検討④利用実態ヒア リングの実施

2月23日 ①ユーザ利用実態調査方法の検討②機械処理ノウハウの調査手法の検討(3)調査

     日程について

1月28日(1)情 報交換「JEIDAのMT調査研究の現状にっいて」②「翻訳困難例文の摘出とその

     言い換え例について」の作業方法と作業 日程について③会名変更について

3月9日 ①翻訳困難例文の機械処理結果について②機械処理後の言い換え例の検討

1月27日(1)収 集調査資料の概要説明②需要予測モデルについて③MT新 市場の可能性に

     っいての検討

3月1日 ①収集資料の概要説明②需要構造の変化について③YT需要予測手法について(4)

     需要予測モデル④MT需 要予測基準年の潜在需要の見直しにっいて⑤パソコ

      ンMT市 場の動向について

3月23日 訪問先 「長瀬産業蟹」……利用技術研究会メンバー

    ①翻訳の処理実態にっいて②翻訳体制について③翻訳需要の現状について(4)機

     械翻訳に関する情報交換

3月24日 訪問先「餐IBS」

    ①翻訳作業の処理実態にっいて②文書の トータル処理について③翻訳作業体制

     にっいての情報交換

協賛事業

  「94翻訳フェア」2月4日(主 催日本翻訳協会)於:東 京YbCAホ テル

              (1)セミナー(技能向上、品質向上)②講演会③パネル討論④機械翻訳デモ
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